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豊田市の古墳の横穴式石室の特徴
　古墳時代後期（６～７世紀）は全国的に横穴式石室を持つ
古墳が築造されるようになりますが、豊田市のある西三河地
域は「無袖形石室」と「擬似両袖形石室」という２つの特徴
的な石室を採用します。古墳の築造時期に、西三河地域特有
の社会構造があったようです。

　無袖形石室は、遺体を納める玄室と、玄室と出入口（開口
部）をつなぐ道が区切られていない石室です。
　擬似両袖形石室は、玄室と羨道の間を左右から出っ張る石
（立柱石）によって区切られた石室です。

高根古墳群・１号墳　（森 2015 より）
4.4×1.1mを測る、　「無袖形石室」です。
開口部は西にあります。

高根古墳群　
　高根山の山頂付近から
南斜面に分布する、6 基
の古墳からなる古墳群で
す。うち３基（１・３・
４号墳）は発掘調査が実
施され、６世紀中葉～７
世紀に利用されたことが
明らかとなりました。１
号墳は無袖形石室を、３・
４号墳は擬似両袖形石室
を採用しています。
　

内山１号墳石室図 (1976 年当時 )
　玄室が前室と後室に分かれる「複室
構造」をもち、さらに前室と後室の間
を区切る「擬似両袖形石室」を採用し
ています。開口部は南にあります。

秋葉古墳群　
　挙母盆地の南の、秋葉
山の山頂及び南斜面に分
布する 5 基の古墳です。
現在は滅失しています。
　発掘調査が行われた１
号墳は直径 17ｍの円墳
で、６世紀後半～７世紀
初頭に利用されたことが
明らかとなっています。

　内山遺跡の立地する挙母盆地では、古墳時代後期（６～７世紀頃）になると、円墳からなる群集墳が多数築造されるようになり
ます。周辺の古墳の調査成果と、今回の発掘調査の成果を比較してみてみましょう。

内山１号墳石室 (森 2015 より )
　現在は天井石が崩れ、羨道や前
室が露出した状態です。

内山古墳群　
　挙母盆地の丘陵上の斜面上にある古墳群で、現在、４基
(内山１～４号墳 )が遺跡として登録されています。今回
の発掘調査で新たに見つかった古墳群も、内山古墳群の一
連のものと考えられます。内山１号墳は６世紀後半の直径
約 20ｍの円墳です。前室が崩れていますが、全長 9ｍ以上
の、複室構造を持つ石室であることが確認されています。
当時の有力者の古墳であるとされます。
　内山１号墳の北側にある内山３号墳・４号墳は、現在は
滅失および確認できない状態となっています。

内山遺跡・令和７年度発掘調査区の周辺の古墳

参考資料
森泰通 2015「挙母地区の古墳」『新修豊田市史資料編　考古 II 弥生・古墳』
森泰通 2020「古墳を築いた時代」『新修豊田市史通史編原始』

森 2020 より

内山遺跡
令和７年度調査地

秋葉古墳群・１号墳　（森 2015 より）
　4.4×1.4mを測る「無袖形石室」
です。開口部は西にあります。

内山遺跡周辺の古墳（豊田市2015を改変）
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今回の発掘調査は 国土交通省中部地方整備局・豊橋

河川事務所による矢作川鵜
う

の首
くび

地区水位低下対策事業

に伴う事前調査として、愛知県県民文化局より委託を

受けたものです。今年度の調査は、令和７年12月末か

ら３月にかけて実施しています。

遺跡は、挙
こ ろ も

母盆地の南、「鵜の首」と呼ばれる矢作川がすぼまり狭くなった地点の西

岸丘陵上にあります。標高は、調査区中央で60mほどです。この場所は内山古墳群の

範囲内で、特に以前から内山２号墳があるとされていたところです。このような場

所では、墳丘などが削られて、現状では確認の難しい古墳（滅
めっしつ

失古墳）が存在してい

た可能性が高いため、「内山遺跡」として対象の丘陵部を調査することとなりました。

令和７年度の調査区は、対象エリア中央の1,631㎡の範囲です。

調査の結果、溝
みぞ

および裾
すそ

部分により存在が確認された古墳が２基（古墳１・古墳２）、

さらに石
せき

室
しつ

が確認された古墳が１基（古墳３）の、計３基を確認することができまし

た。出土遺物や石室の形態から、古墳１が６世紀後半、古墳２が７世紀前半、古墳３

が７世紀後半以降（終末期）と考えられます。古墳群は、丘陵尾根頂点に沿って順次

築かれたようです。出土遺物には、須
す え き

恵器のほか、鉄
て っ き

器や石
せきせい

製管
くだたま

玉があります。

今回の調査では、古墳時代以外の遺構・遺物も見つかっています。

縄文〜弥生時代のものとして、土器・石器が調査区全体で確認されています。

江戸時代のものとしては、宅
た く ち

地・耕
こうさくち

作地跡が見つかっており、宅地跡周辺では陶器

片のほか、農具など野
の

鍛
か じ

冶をした際に出た不純物である鉄
てっさい

滓が多数出土しています。

また、斜面を切り開いて平坦な場所を造成した跡も確認されています。

豊田市秋葉町

内内
うちやまうちやま

山山遺跡 地元説明会資料遺跡 地元説明会資料
開催日　令和８年２月 28 日（土）午前 11 時〜
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内山遺跡出土 石製管玉
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内山遺跡
令和７年度調査区位置図

古墳１墳丘の様子（北より）

凸状のマウンド【近世】（西より）

古墳４?須恵器出土（北より）古墳２裾部の様子（南より）

古墳３石室検出状況（東より）

裾部遺物・礫出土状況（西より）

管玉の出土平坦面西面石積み【近世】（東より）裾部遺物・礫出土状況（北東より）

古墳１　墳丘部位置での
　　　　　落ち込み検出（南より）

石積み
【近世】

管玉

須恵器片の
まとまった出土

古墳①

石の配列と須恵器出土

平坦面
【近世か】

須恵器片の
まとまった出土

古墳2

古墳４?

古墳３

凸状のマウンド
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